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だ
。
必
要
に
応
じ
て
担
当
窓
口

に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

議
員　
学
童
保
育
所
等
へ
の
送

迎
な
ど
ヘ
ル
パ
ー
が
子
ど
も
を

連
れ
て
外
出
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
利
用
者
が
別
に
対
応
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
送
迎
等
と

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
を
一
体
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
サ
ー

ビ
ス
を
改
善
で
き
な
い
か
。

子
ど
も
政
策
部
長　
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
契
約
に
送
迎
等

の
条
項
は
入
っ
て
い
な
い
が
、

必
要
に
応
じ
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
等
と
の

連
携
に
よ
る
支
援
も
考
え
ら
れ

る
。
送
迎
等
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

を
一
体
的
に
行
う
こ
と
に
つ
い

て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

あ
る
。
教
育
委
員
会
や
学
校
の

判
断
を
尊
重
し
、
活
動
を
見
守

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
安
全
保
障
法
制
の
も
と

で
、
自
衛
隊
の
任
務
、
役
割
に

大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
る
。

自
衛
隊
へ
の
職
場
体
験
は
、
ふ

さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
る
。
教

育
委
員
会
の
判
断
を
伺
う
。

教
育
長　
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
趣

旨
に
の
っ
と
っ
た
、
子
ど
も
た

ち
の
主
体
的
か
つ
多
様
な
選
択

肢
の
１
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
体
験
の
中
で
何
を
学
ぶ

か
な
ど
の
過
程
こ
そ
が
大
切
な

学
習
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
自
衛
隊
を
職
場
体
験
先

と
し
て
選
ん
だ
経
緯
を
伺
う
。

自
衛
隊
か
ら
受
け
入
れ
の
申
し

出
が
あ
っ
た
の
か
。

教
育
長　
保
護
者
か
ら
、
ア
ル

把
握
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

学
童
の
送
迎
等
に
経
済
負
担
が

生
じ
な
い
よ
う
子
ど
も
の
帰
宅

時
間
を
工
夫
し
て
も
ら
う
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
い
な
が
ら
協

議
を
重
ね
、
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

回
数
や
時
間
を
決
め
て
い
る
。

議
員　
子
ど
も
が
ひ
と
り
で
帰

宅
す
る
こ
と
は
、
危
険
で
心
配

だ
。
ま
た
、
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

開
始
が
19
時
か
ら
の
場
合
、
留

守
番
時
間
が
長
く
な
る
、
入
浴

や
食
事
、
就
寝
時
間
が
遅
く
な

る
等
、
子
ど
も
の
生
活
に
大
き

な
影
響
が
出
る
。
子
ど
も
の
生

活
や
健
康
に
配
慮
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
改
善
す
べ
き
だ
。

子
ど
も
政
策
部
長
　
子
ど
も
等

の
生
活
状
況
に
影
響
が
あ
り
、

派
遣
時
間
に
変
更
が
必
要
な
場

合
は
、
検
討
す
る
こ
と
も
可
能

議
員　
本
市
の
学
校
教
育
に
お

い
て
、
中
学
２
年
生
で
職
場
体

験
を
実
施
し
て
い
る
。
本
体
験

の
目
的
及
び
生
徒
の
成
長
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る

か
、
所
見
を
伺
う
。

市
長　
職
場
体
験
は
、
勤
労
観

や
職
業
観
の
育
成
、
学
ぶ
こ

と
、
働
く
こ
と
の
意
義
を
改
め

て
考
え
る
機
会
を
与
え
る
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

議
員　
職
場
体
験
先
の
中
に
自

衛
隊
が
あ
る
。
そ
れ
を
知
っ
た

市
民
か
ら
疑
問
や
不
安
、
中
止

を
求
め
る
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

市
長　
多
様
な
職
業
の
中
か
ら

興
味
や
関
心
の
あ
る
職
場
を
選

び
、
体
験
が
で
き
る
よ
う
、

様
々
な
職
場
の
協
力
が
必
要
で

議
員　
ひ
と
り
親
家
庭
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は
、

対
象
児
童
が
学
童
保
育
所
等
を

利
用
で
き
る
時
間
は
ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣
対
象
と
な
ら
な
い
。
学

童
保
育
所
は
、
18
時
を
過
ぎ
る

と
大
人
が
迎
え
に
行
か
な
け
れ

ば
帰
れ
ず
、
有
償
の
送
迎
な
ど

経
済
的
に
負
担
が
か
か
る
。
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
費
用
が

か
か
ら
な
い
所
得
階
層
の
家
庭

に
も
送
迎
等
の
費
用
負
担
を
求

め
る
現
在
の
運
用
は
、
ひ
と
り

親
を
支
え
る
事
業
の
目
的
と
矛

盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

子
ど
も
政
策
部
長　
利
用
に
当

た
っ
て
は
、
母
子
・
父
子
自
立

支
援
員
が
対
象
者
と
の
面
談
等

に
よ
り
状
況
を
丁
寧
に
聞
き
、

家
庭
訪
問
を
し
て
生
活
実
態
を

比
べ
約
40
台
分
の
駐
輪
ス
ペ
ー

ス
が
削
減
で
き
た
。
大
学
や
自

宅
に
駐
輪
し
て
い
る
間
、
サ
イ

ク
ル
シ
ェ
ア
駐
輪
場
が
長
時
間

空
き
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
こ
と
が

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

議
員　
サ
イ
ク
ル
シ
ェ
ア
事
業

に
よ
り
利
用
で
き
て
い
た
一
時

駐
輪
場
120
台
分
が
削
ら
れ
た
こ

と
に
な
る
。
今
後
の
駅
周
辺
の

駐
輪
場
対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長　
駅
周
辺
で
余
裕
の
あ
る

駐
輪
場
を
有
効
活
用
で
き
る
よ

う
わ
か
り
や
す
い
案
内
に
努
め

る
。
ま
た
、
現
状
に
合
わ
せ
駐

輪
場
整
備
基
本
方
針
の
見
直
し

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員　
４
月
か
ら
三
鷹
駅
、
吉

祥
寺
駅
と
井
の
頭
キ
ャ
ン
パ
ス

間
の
路
線
バ
ス
の
利
用
者
が
増

市
長　
今
後
も
高
齢
者
や
障
が

い
者
が
避
難
す
る
上
で
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
よ
う
、
施
設
の
改

修
に
合
わ
せ
て
対
応
し
た
い
。

議
員　
市
内
全
て
の
避
難
所
で

開
設
訓
練
、
運
営
訓
練
を
実
施

し
て
、
避
難
所
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
な
ど
の
現
状
や
問
題
点
を

確
認
し
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
随
時
改
定
す
べ
き
だ
。

総
務
部
危
機
管
理
担
当
部
長

実
働
的
な
訓
練
は
一
定
期
間
ご

と
に
実
施
し
、
検
証
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
が
、
人
の
配
置
の

問
題
も
あ
り
難
し
い
。
避
難
所

運
営
連
絡
会
の
中
で
図
上
演
習

等
に
よ
る
検
証
に
努
め
た
い
。

議
員　
命
を
大
切
に
す
る
ま
ち

づ
く
り
の
上
で
、
自
殺
対
策
も

重
要
だ
。
自
殺
防
止
の
た
め
に

医
療
機
関
、事
業
主
、学
校
、民

間
団
体
と
の
連
携
強
化
が
必
要

と
考
え
る
。連
携
方
法
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
多
摩
府
中
保

健
所
が
管
轄
の
６
市
を
と
り
ま

と
め
る
自
殺
総
合
対
策
協
議
会

は
、
医
師
会
、歯
科
医
師
会
、保

健
所
、病
院
、自
治
体
等
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
情
報
交
換
や
連

携
を
強
化
し
、
原
因
究
明
と
そ

の
対
策
に
努
め
て
い
き
た
い
。

シ
ェ
ア
事
業
社
会
実
験
の
結
果

を
も
と
に
対
策
に
つ
な
げ
る
べ

き
だ
。
現
状
の
課
題
を
聞
く
。

都
市
整
備
部
長　
約
160
人
が
利

用
し
て
お
り
、
定
期
利
用
等
に

議
員　
人
を
、
命
を
大
切
に
す

る
た
め
、
震
災
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
だ
。
三
鷹
市
耐
震

改
修
促
進
計
画
改
定
か
ら
３
年

が
た
っ
た
今
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の

建
物
が
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改

修
工
事
を
行
っ
た
の
か
伺
う
。

市
長　
未
耐
震
住
宅
は
平
成
27

年
度
末
時
点
で
約
７
千
900
戸
と

推
定
さ
れ
、
約
91
％
の
住
宅
が

耐
震
性
を
満
た
し
て
い
る
。

議
員　
特
定
緊
急
輸
送
道
路
だ

け
で
な
く
、
一
般
緊
急
輸
送
道

路
沿
道
の
建
築
物
も
、
耐
震
改

修
工
事
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。所
見
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
調
整
担
当
部
長

一
般
緊
急
輸
送
道
路
に
つ
い
て

も
、都
と
連
携
を
図
る
中
で
、必

要
な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

議
員　
避
難
所
は
誰
も
が
安
全

に
生
活
す
る
た
め
、
天
井
や
壁

な
ど
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
が

必
要
と
考
え
る
。所
見
を
伺
う
。

市
長　
構
造
体
の
耐
震
補
強
工

事
等
に
あ
わ
せ
て
、
一
定
の
対

応
を
図
っ
て
い
る
が
、
更
な
る

安
全
性
の
向
上
に
努
め
た
い
。

議
員　
避
難
所
の
生
活
ス
ペ
ー

ス
全
体
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

つ
い
て
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

議
員　
杏
林
大
学
井
の
頭
キ
ャ

ン
パ
ス
の
開
校
に
伴
い
、
三
鷹

駅
周
辺
の
駐
輪
場
不
足
は
更
に

深
刻
な
問
題
と
な
っ
た
。
本
年

４
月
か
ら
開
始
し
た
サ
イ
ク
ル

町
会
・
自
治
会
等
の
協
力
に
よ

る
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者

支
援
事
業
は
、
災
害
時
の
活
動

を
含
む
た
め
、
三
鷹
市
市
民
活

動
災
害
補
償
保
険
に
天
災
補
償

を
付
加
す
べ
き
だ
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長

総
務
部
と
も
連
携
し
、
先
進
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
近
隣
自
治

体
の
状
況
を
調
査
研
究
す
る
な

ど
、
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

が
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
一
緒
に
集
え
る
居
場
所
に

な
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
障
が
い
者
の
就
労
後
の

居
場
所
づ
く
り
を
求
め
る
声
は

多
く
あ
る
。
障
が
い
者
や
保
護

者
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
。所
見
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
今
年
度
、
障

が
い
者
等
の
生
活
と
福
祉
実
態

調
査
を
実
施
す
る
中
で
、
居
場

所
に
関
し
て
も
調
査
項
目
の
検

討
要
素
と
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
就
労
後
の
居
場
所
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
地
域
生
活
支

援
事
業
に
明
確
な
位
置
付
け
が

な
い
た
め
、
自
治
体
の
財
政
負

担
が
大
き
く
事
業
実
施
や
拡
大

を
望
め
な
い
の
が
実
態
だ
。
活

用
で
き
る
制
度
に
な
る
よ
う
国

に
対
し
て
要
望
し
て
ほ
し
い
。

市
長　
地
域
生
活
支
援
事
業
の

中
の
任
意
事
業
に
つ
い
て
は
、

財
源
措
置
が
不
十
分
な
た
め
機

会
を
捉
え
て
国
に
対
し
三
鷹
市

長
と
し
て
要
望
を
伝
え
て
い

る
。ま
た
、全
国
市
長
会
等
で
も

補
助
金
の
拡
充
に
つ
い
て
要
望

す
る
と
と
も
に
、
消
費
税
を
根

拠
と
し
な
い
財
源
を
国
に
求
め

て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

ル
遊
び
も
可
能
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
ス
ポ
ー
ツ
の

で
き
る
公
園
づ
く
り
な
ど
、
多

様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

多
目
的
な
利
用
の
あ
り
方
や
具

体
的
な
方
針
等
に
つ
い
て
、
検

討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

議
員　
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
広
げ
る
た
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
は
重
要
だ
。
特
に

議
員　
我
が
国
で
は
平
成
26
年

に
障
害
者
権
利
条
約
が
批
准
さ

れ
た
。
本
条
約
第
30
条
に
は
文

化
的
生
活
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
余
暇
及
び
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

参
加
が
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、

現
在
の
障
害
者
総
合
支
援
法
の

中
で
は
不
足
し
て
い
る
部
分
で

あ
り
、
今
後
大
き
な
課
題
に
な

る
と
考
え
る
。
障
害
者
権
利
条

約
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　
経
済
的
権
利
や
社
会
的

権
利
だ
け
で
は
な
く
、
前
文
で

文
化
的
権
利
と
い
う
言
葉
を
明

確
に
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
大

き
な
特
徴
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
現
在
、
障
が
い
の
あ
る

児
童
・
生
徒
の
放
課
後
の
居
場

所
に
つ
い
て
は
、
児
童
福
祉
法

に
基
づ
く
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
が
あ
る
が
、
障
が
い

の
あ
る
成
人
の
就
労
後
の
居
場

所
に
つ
い
て
は
、
圧
倒
的
に
不

足
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
今

後
、
障
害
者
権
利
条
約
の
理
念

を
よ
り
向
上
さ
せ
る
た
め
に

も
、
更
な
る
充
実
が
必
要
だ
と

考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　
今
後
も
障
が
い
当
事
者

の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
な

余
暇
活
動
の
充
実
に
取
り
組
む

２８・８・７

民
進
党
　
髙
谷
　
真
一
朗
　
議
員

障
が
い
者
の
就
労
後
の
居
場
所

づ
く
り
を
積
極
的
に
支
援
せ
よ

民
進
党
　
谷
口
　
敏
也
　
議
員

人
を
、
命
を
大
切
に
す
る

ま
ち
づ
く
り
を

民
進
党
　
石
原
　
　
恒
　
議
員

杏
林
大
学
井
の
頭
キ
ャ
ン
パ
ス

開
校
後
の
影
響
を
考
え
る

日
本
共
産
党
　
栗
原
　
健
治
　
議
員

ひ
と
り
親
家
庭
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
改
善
せ
よ

日
本
共
産
党
　
森
　
　 

徹
　
議
員

自
衛
隊
へ
の

中
学
生
の
職
場
体
験
中
止
を

え
た
。
状
況
に
つ
い
て
聞
く
。

都
市
整
備
部
長　
平
日
一
日
当

た
り
の
バ
ス
利
用
者
は
、
三
鷹

駅
と
の
往
復
で
約
700
人
、
吉
祥

寺
駅
と
の
往
復
で
約
１
千
100
人

増
加
し
て
い
る
。

議
員　
バ
ス
利
用
者
は
三
鷹
駅

よ
り
吉
祥
寺
駅
の
方
が
約
400
人

多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
三
鷹

駅
の
利
用
者
を
増
や
し
、
市
内

商
店
街
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め

に
も
積
極
的
な
駐
輪
場
対
策
が

求
め
ら
れ
る
。
所
見
を
聞
く
。

第
二
副
市
長　
今
後
、
大
学
関

係
者
か
ら
学
生
の
通
学
の
状
況

等
を
聞
き
な
が
ら
駐
輪
場
対
策

も
含
め
対
応
を
検
討
し
た
い
。

議
員　
無
灯
火
運
転
や
雨
天
時

の
傘
差
し
運
転
、
並
走
な
ど
学

生
の
自
転
車
マ
ナ
ー
の
違
反
が

懸
念
さ
れ
る
。
近
隣
の
大
学
の

対
応
を
参
考
に
で
き
る
よ
う
市

も
サ
ポ
ー
ト
し
て
欲
し
い
。

都
市
整
備
部
長　
杏
林
大
学
も

関
東
地
区
学
生
生
活
連
絡
協
議

会
に
参
加
し
、
学
生
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
情
報
共
有
を
行
っ
て
い

る
と
聞
く
。
市
も
市
内
の
大
学

と
連
携
し
な
が
ら
情
報
共
有
が

図
れ
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
地
域
子
ど

も
ク
ラ
ブ
事
業
に
つ
い
て

サイクルシェア事業ハブ駐輪場


